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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、GTP結合性翻訳伸長因子ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質はタンパク質合成に必須の因子であり、新生タンパク質鎖のリボソームA部位からP部位へのGTP依存性転座を促進します。このタンパク質は、EF-2キナーゼによるリン酸化によって完全に不活性化されます。(RefSeq提供)
	研究分野
	mTORシグナル伝達経路
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	HepG2（1）、Hela（2）、HEK293（3）、A431（4）細胞溶解物に対するEEF2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	EEF2マウスmAb（緑）を用いた3T3-L1細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	EEF2 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト肝臓癌組織 (左) と腎臓癌組織 (右) の免疫組織化学分析。
	

	EEF2 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト前立腺癌組織 (左) と扁桃腺組織 (右) の免疫組織化学分析。

